
4月8日(金)、総務省の野崎 雅稔（のざき まさとし）総合通信基盤局
電波部長に対し、航空連合政策議員フォーラムメンバーの奥野 総一郎
（おくの そういちろう）衆議院議員とともに、定時性・生産性の観点で
整備の職場から継続的に挙げられている自動型救命無線機（Auto ELT）
の試験電波発射時間の規制緩和について要請しました。
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【要請内容】航空機に装備されるAuto ELTの試験発射の時間を、毎時
15分間隔（※現在は毎時00分～05分のみに限定）で設定することや、国際
標準に準じて制限を撤廃するなど、規制の緩和を早期におこなうこと。

左から）奥野総一郎フォーラムメンバー（衆）、内藤会長、野崎部長

野崎部長からは「航空産業における生産性向上は重要な課題だと認識し、
関係各所と丁寧に調整、検討を進めたい」との意向が示されました。
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